

















































































































































































































































②楊億 （九七四～ー0二0）北宋の文学家。字は大年。建州浦城 （福建i甫域）の人。i享化三年 （九九
二） の進士。真宗皇帝の時、翰林学士に任命された。I紛府元亀j、『宋太宗実録jの主な編纂者。
『宋史j巻三O五に伝あり。
???? ???
＊酎輯要旨
松尾剛次氏は、入宋僧の影像は他に例があるのか、と尋ね、発表者は、今のところ他にはない、と
答えた。
王勇氏は、源信の 『往生要集jが中国の天台山に送られ、それを読んで感心した中国の僧が、日本
から影像を取り寄せて礼拝した、という逸話があり、従来は荒唐無稽だと言われていたが、今回の発
表の例を考えると事実かも知れない、と述べ、中国の研究者は、入宋僧の日記に強い関心を示してい
る、それは漢文で書かれていて読みやすいこと、中国の資料にはない記述があること、による、アメ
リカのBogen氏が定本を作成中と聞いたが、日本や中国の研究者は定本を作っているのか、と尋ね、
発表者は、提出済の博士論文に部分的に作成したものを付けた （現在全体の定本を作成中）、と答え、
座長の山口博氏が、島津草子、平林文雄両氏の研究を紹介し、歴史学からの研究には森克己のものが
ある、と補足した。
相田満氏は、讃ではなく真讃という語を使ったのはなぜか、と尋ね、讃としても同じ意味だが、
「影像」という熟語に合わせて「真讃Jとした、と答えた。
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